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向
都
離
村
を
食
い
止
め
、 

未
利
用
資
源
が
あ
る
場
所
の
活
用
へ

国
土
を
４
２
５
０
万
人
ず
つ
３
つ
の
層

に
分
け
た
地
図
（
図
１
）
の
説
明
を
見
る

と
、
赤
色
の
都
市
部
の
人
口
が
増
加
し
、

緑
色
の
農
村
部
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
若
者
た
ち
が
農

村
か
ら
都
会
へ
向
か
う
「
向
都
離
村
」
が

起
き
て
い
る
の
を
示
し
て
い
る
。

「
向
都
離
村
」
の
問
題
の
ひ
と
つ
が
「
少

子
高
齢
化
」
で
あ
る
。
農
村
で
は
農
業
従

事
者
の
出
生
率
が
高
い
が
、
都
市
部
で
は

非
正
規
労
働
で
働
く
人
が
多
く
出
生
率
が

低
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
人
口
の
半
数

は
農
村
部
の
資
源
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
者
た
ち
が
農
村

部
の
資
源
と
は
関
わ
り
が
な
い
場
所
で
働

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
１
の

よ
う
に
、
都
市
化
が
進
む
地
域
ほ
ど
、
耕

地
＝
資
源
が
支
え
る
人
口
が
多
い
。

本
来
、
未
利
用
資
源
が
豊
富
な
農
山
漁

村
は
、
日
本
の
成
長
エ
リ
ア
で
あ
る
。
図

１
の
緑
色
の
地
域
に
日
本
の
耕
地
の
78
％

が
あ
り
、
赤
色
の
地
域
に
は
た
っ
た
の
２

％
に
過
ぎ
な
い
。
全
体
の
40
％
を
占
め
る

休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地
を
畑
作
や
畜
産
に

転
換
し
て
活
用
す
れ
ば
、
自
給
率
70
％
を

実
現
で
き
る
。

工
業
品
輸
出
重
視
は 

日
本
の
大
阪
化
を
招
く

「
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
大
筋
で
合
意
」

と
報
道
さ
れ
、
全
世
界
の
30
％
で
関
税

の
か
か
ら
な
い
地
域
が
出
現
す
る
と
、

喜
色
満
面
で
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
報
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、
つ
い
で
影

響
を
受
け
る
業
界
に
対
し
て
は
そ
れ
な

り
の
措
置
を
講
じ
る
と
い
っ
て
い
ま

す
。
顧
み
れ
ば
、
オ
レ
ン
ジ
の
自
由
化

以
来
「
適
当
な
措
置
を
講
じ
る
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
の
措
置
が「
保
護
主
義
」で
、

日
本
の
農
村
は
保
護
主
義
の
呪
縛
に
呪

わ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

我
が
国
は
、
資
源
の
な
い
工
業
製
品

の
輸
出
で
栄
え
よ
う
と
い
う
国
是
「
加

工
貿
易
立
国
論
」
を
立
て
て
、
農
産
物

の
輸
入
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
日

本
人
口
の
１
／
２
が
居
住
す
る
農
村
部

の
衰
退
は
甚
し
く
、
人
口
が
流
入
す
る

都
市
部
で
も
「
課
題
先
進
国
」
と
豪
語

し
て
い
ま
す
。

『
農
村
が
す
た
り
、
都
市
が
す
さ
ぶ
』

状
況
に
私
は
「
大
阪
化
」
と
い
う
言
葉

を
当
て
て
み
ま
し
た
。
大
阪
は
明
治
維

新
の
後
、
官
製
の
「
文
明
開
化
」
を
市

スマート・テロワール通信

地域産業の基礎は農業だ
スマート・テロワールとは中核となる地方都市と農村からなる自給圏の構想である。

そのコンセプトはサステナビリティ（持続可能性）を目指し、
「田畑輪換を畑作輪作へ転換する」「地域に女性の職場の食品加工場をつくる」

「住民の地元愛で地元産の食品を応援する」という３つに取り組むこと。
実現すれば、21 世紀の社会において農村が最も元気になる。

出典：�2016 年農林水産統計、2015 年総務省統計（人口・世帯）

図 1：国土を 4,250 万人ずつ３つの層に分けた地図
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松 尾  雅 彦
スマート・テロワール協会会長

元カルビー社長

大都市部。東京 23 区と政令指定都市�
およびそれらの周辺の地域。�
5 年間の人口推移104％。�
東京 23 区は106％で推移。

大都市部と農村部の中間の都市部。

農村部。市町村の人口が少ない�
ほうから累積した4,250万人の地域。�
5 年間の人口推移 96％。

表 1：耕地面積１ha 当たりの人口
人／ha 耕地（ha） 人口（万人）

全国 28 4,471,000 12,709
大阪 675 13,100 884
愛知 98 76,300 748
広島 51 55,600 284
岐阜 36 56,700 203
栃木 16 124,200 197



11 農業経営者 2017 年 8 月号

民
が
受
け
止
め
享
受
し
て
大
都
市
化
し
た

と
こ
ろ
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
金�

融
業
と
流
通
業
は
「
堂
島
」
の
ベ
ー
ス
が�

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
軽
工
業
が
町
場

に
広
が
り
、
家
庭
電
化
製
品
の
工
場
で

は
、
日
本
で
最
大
の
集
積
地
に
な
り
ま

し
た
。
農
地
は
、
拡
大
す
る
工
業
製
品

の
工
場
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
住
ま

い
や
、
都
市
化
に
必
要
な
道
路
な
ど
の

施
設
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

後
背
地
に
農
地
を
持
た
な
い 

都
市
の
悲
哀

工
業
部
門
の
盛
り
は
30
年
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
大
阪
の
主
産
業
の
家
庭
電
化

製
品
の
工
場
が
ア
ジ
ア
各
国
に
移
っ
て

い
き
ま
す
と
、
ま
ず
、
労
働
者
の
賃
金

カ
ッ
ト
（
非
正
規
工
の
蔓
延
）
が
進
み
、

次
に
工
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
人
々
の

見
る
世
界
が
将
来
の
明
る
い
姿
で
な

く
、
過
去
の
栄
光
に
な
り
ま
す
。

食
と
農
が
、
地
域
の
産
業
の
中
で
ベ

ー
ス
に
で
き
て
い
れ
ば
、
21
世
紀
の
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
に
大
き
な
期
待
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

政
府
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
急
ぐ

よ
う
に
工
業
製
品
に
肩
入
れ
し
た
政
策

か
ら
脱
皮
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
人
口

の
１
／
２
が
住
ま
う
農
村
部
は
、
自
給

圏
と
い
う
バ
リ
ア
を
築
い
て
守
る
こ
と

を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
政
策

は
保
護
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
給

圏
地
域
内
で
も
自
由
な
競
争
は
確
保
さ

れ
て
お
り
、
域
外
産
品
が
あ
る
こ
と
が

貢
献
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

愛
知
県
は
日
本
で
最
も 

元
気
に
見
え
る
地
域
だ
が
、 

30
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
会
長
の

松
尾
雅
彦
は
講
演
で
、
５
月
に
愛
知
県
知

多
半
島
を
訪
問
し
た
。
知
多
半
島
・
渥
美

半
島
・
三
河
湾
地
区
の
人
口
は
２
９
７
万

人
。
市
町
村
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
も
10

年
間
で
１
０
３
％
と
増
加
し
て
い
る
。
さ

す
が
に
世
界
一
を
誇
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

周
縁
都
市
で
あ
る
。
自
動
車
産
業
の
下
請

工
場
の
操
業
度
に
支
え
ら
れ
、
住
宅
地
の

開
発
が
活
発
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
よ
う
。
現
在

は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
で
成
功
し
て
い
る

が
、
30
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
焦
点
を
当
て

れ
ば
、
電
気
自
動
車
の
シ
ェ
ア
上
昇
を
考

慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
は
ず
だ
。

電
気
自
動
車
は
部
品
点
数
が
１
／
５
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
下
請
工

場
は
ど
う
な
る
か
。
現
在
も
部
品
価
格
は

毎
年
１
％
の
割
合
で
削
減
さ
れ
て
い
る
。

大
企
業
の
下
請
工
場
が
衰
退
す
る
の
は
歴

然
と
し
て
お
り
、
悲
哀
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
状
況
は
、
現
在
の
大
阪
市
周
縁
地

域
の
困
難
な
状
況
と
重
な
る
。
軽
工
業
と

電
器
産
業
で
栄
え
た
大
阪
府
下
の
人
々
は
、

産
業
が
ア
ジ
ア
諸
国
に
流
出
し
て
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
「
カ
ジ
ノ
」
の
招
致
を
期
待

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
愛
知
県
豊
田
市
の

周
縁
市
町
村
は
、
大
阪
の
周
縁
地
域
の
体

験
を
学
習
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

愛
知
県
全
体
の
農
業
出
荷
額
は
３
０
０

０
億
円
。
約
１
２
０
０
０
ha
の
休
耕
地
が

あ
る
。
国
産
原
料
に
依
存
し
た
カ
ル
ビ
ー

は
、
７
０
０
０
ha
の
耕
地
か
ら
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
１
５
０
０
億
円
の
販
売
額
を
生
ん
で

い
る
。
こ
の
計
算
を
用
い
れ
ば
、
休
耕
地

で
２
５
０
０
億
円
の
食
料
出
荷
額
が
創
出

で
き
る
。

三
河
湾
周
辺
に
は
特
徴
の
あ
る
食
品
産

業
が
あ
る
。
こ
の
食
産
業
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
が
鍵
で
あ
る
。
農
水
産
業
と
連
携

し
な
が
ら
地
産
地
消
を
活
発
に
し
、
孫
子

に
遺
す
地
域
社
会
を
目
指
し
て
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
地
域
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

ス
マ
ー
ト
情
報

「
市
場
経
済
ル
ー
ル
に
則
っ
た
自
由
貿
易

の
推
進
は
正
し
い
か
」

１
９
８
５
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
は
、
米
国

の
戦
略
で
あ
る
。
１
ド
ル
２
４
０
円
か
ら

１
２
０
円
へ
と
円
高
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
農
業
総
生
産
額
は
30
年
間
で
11
・
７
兆

円
か
ら
８
・
４
兆
円
へ
３
割
減
少
し
た
。

要  因
１ドル240 円から120 へと円高に
⇒加工食品会社が海外原料を使用
⇒農産物の市場相場の下落

農 業 総 生 産 額
1985 年（プラザ合意）	 11.7 兆円

30 年後　↓　30％減少
2014 年	 8.4 兆円

尾張地方（名古屋）	 230万人
尾張地方（尾張）	 189万人
尾張地方（海部）	 33万人
尾張地方（知多）	 62万人
三河地方（西三河）	 160万人
三河地方（東三河）	 75万人

愛知県　地方別人口


